変形性膝関節症の患者が外側が高くなった靴の中敷きを着けると活発になる。Xu（シュー）先生達は21例の変形性膝関節症に外側が高くなった靴の中敷きを着ける前と3ヶ月着けた後のそれぞれの期間で加速度計を8日間モニターを装着し、1日の歩数と活動の度合いを観察しました。1日の歩数は明白な変化はありませんでした。しかし、活動の総時間、立っている時間（つまり座っていない時間）が明白になりました。だから、脚の筋肉を衰えさせないためにも変形性膝関節症の患者さんは外側が高くなった靴の中敷きを着けるようにしましょう。
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